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平野 眞一  大学評価・学位授与機構長 

 

学  歴 

1965 年 3 月 名古屋大学工学部応用化学科卒業 

1967 年 3 月 名古屋大学大学院工学研究科応用化学及び 

合成化学専攻修士課程修了 

1970 年 3 月 名古屋大学大学院工学研究科応用化学及び 

合成化学専攻博士課程修了 

 

学  位 

1970 年 3 月 工学博士（名古屋大学） 

 

主要職歴 

1970 年 4 月 東京工業大学工業材料研究所助手 

1971 年 8 月 ペンシルベニア州立大学博士研究員（～1972 年 9 月） 

1976 年 10 月 東京工業大学工業材料研究所助教授 

1978 年 4 月 名古屋大学工学部助教授 

1983 年 8 月 名古屋大学工学部教授 

1997 年 4 月 名古屋大学大学院工学研究科教授 

1999 年 4 月 名古屋大学高温エネルギー変換研究センター長（～2002 年 3 月） 

2000 年 4 月 名古屋大学評議員（～2002 年 3 月） 

2002 年 4 月 名古屋大学先端技術共同研究センター長（～2003 年 3 月） 

2003 年 4 月 名古屋大学大学院工学研究科長・工学部長（～2004 年 3 月） 

2004 年 4 月 名古屋大学総長 

2009 年 4 月 独立行政法人大学評価・学位授与機構長 
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川口 昭彦  大学評価・学位授与機構特任教授 

 

学  歴 

1964 年 3 月  岡山大学理学部化学科卒業 

1966 年 3 月  京都大学大学院理学研究科化学専攻修士課程修了 

1969 年 3 月  京都大学大学院理学研究科化学専攻博士課程単位取得退学 

 

学  位 

1970 年 1 月 理学博士（京都大学） 

 

主要職歴 

1969 年 4 月 東京大学応用微生物研究所助手 

1983 年 4 月 東京大学教養学部助教授 

1989 年 4 月 東京大学教養学部教授 

1991 年 2 月 東京大学評議員（～1995 年 4 月） 

1994 年 7 月 東京大学留学生センター長（併）（～1998 年 6 月） 

1996 年 4 月 東京大学大学院総合文化研究科教授 

1996 年 4 月 東京大学教養学部生命・認知科学科長（併）（～1999 年 3 月） 

1999 年 4 月 東京大学総合研究博物館長（併）（～2001 年 3 月） 

2000 年 4 月 大学評価・学位授与機構評価研究部教授（併）（～2001 年 3

月） 

2001 年 4 月 大学評価・学位授与機構評価研究部教授 

2002 年 5 月 東京大学名誉教授 

2002 年 10 月 大学評価・学位授与機構評価研究部長（併） 

2004 年 4 月 独立行政法人大学評価・学位授与機構評価研究部教授、 

 評価研究部長（兼） 

2006 年 4 月 独立行政法人大学評価・学位授与機構理事 

2010 年 4 月  独立行政法人大学評価・学位授与機構特任教授 
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リンダ・サスキー Linda Suskie  

Vice President at the Middle States Commission on Higher Education 

         

 リンダ・サスキー氏は、計画アセスメント・プログラム、学習目標の作成、

アセスメント・ツールおよびアセスメント戦略、学生の学習スタイル、ベンチ

マークおよび基準の設定、ならびに教育と学習の向上のためのアセスメント結

果の活用など、幅広い高等教育分野のアセスメントに関する題材に関し、国際

的に認められた講演者、執筆家、教育者、かつコンサルタントである。最近の著作は、第 2 版とな

る『Assessing Student Learning: A Common Sense Guide』（ジョセイ・バス社、2009 年）である。その

他の著作には、『Assessment, Learning, and Judgment』（シュプリンガー社、2008 年）の中の「Using 

Assessment Results to Inform Teaching Practice and Promote Lasting Learning」、『Constructing and 

Sustaining Effective Assessment of Engineering Education』（スタイラス社、2008 年）の中の「Understanding 

the Nature and Purpose of Assessment」、『Revisiting Outcomes Assessment in Higher Education』（ライブラ

リ・アンリミテッド社、2006 年）の中の「Accountability and Quality Improvement」、『Assessment to Promote 

Deep Learning』（アメリカ高等教育学会、2000 年）、『Questionnaire Survey Research: What Works』（機

関研究学会、1996 年）などがある。 

 

同氏の前歴としては、メリーランド州ボルティモア近郊のタウソン大学のアセスメント・機関研究

所の副所長、アメリカ高等教育学会アセスメント・フォーラムのディレクターなどがある。同氏の

カレッジや大学運営における 30 年以上の経験には、ペンシルバニア州ミラーズヴィル大学、ニュー

ヨーク州立大学オスウィーゴ校、およびニュージャージー州立リチャード・ストックトン・カレッ

ジにおける、アセスメント、機関研究、および戦略的計画における業績が含まれる。 
 

同氏は、数々の専門的な組織やグループにおける活動的なメンバーであり、機関研究学会アセスメ

ント学会のディレクター、高等教育における学習アセスメント協会の設立理事、カレッジおよび大

学計画に関する中部大西洋地域ソサエティーのプログラム議長、機関研究北東部学会の財務責任者、

および『Journal of College Student Retention』の論文評価委員である。また、多くの専門的なタスクフ

ォース、パネリスト、および委員会の活動的なメンバーとして活動している。 

 

同氏は、大学院課程においてアセスメントおよび教育研究手法、学部課程においてライティング、

統計および数学（developmental mathematics）を指導した経験がある。ジョンズ・ホプキンス大学に

おいて定量的研究領域の学部学位を取得し、アイオワ大学の教育測定・統計学の修士学位を取得し

ている。 
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新井 健一  株式会社ベネッセコーポレーション 

       Benesse 教育研究開発センター センター長 

 

学  歴 

1982 年 3 月  東京学芸大学 教育学部卒業 

 

 

主要職歴 

1982 年 4 月  株式会社 創育 入社 

2003 年 11 月  株式会社 創育 退職 

2003 年 12 月  株式会社 ベネッセコーポレーション 入社 

2004 年 10 月  株式会社 ベネッセコーポレーション 執行役員・教育研究開

発本部本部長 

2005年 4月  株式会社 ベネッセコーポレーション Benesse教育研究開発

センター センター長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平平成成２２２２年年度度大大学学評評価価フフォォーーララムム      学学習習成成果果をを軸軸ととししたた質質保保証証シシスステテムムのの確確立立  
                      --学学習習成成果果のの効効果果的的ななアアセセススメメンントト・・可可視視化化・・発発信信ととはは--  

登登  壇壇  者者  略略  歴歴 

独独立立行行政政法法人人  大大学学評評価価・・学学位位授授与与機機構構 

 

 

 

 

 

有信 睦弘  東京大学監事 

 

学  歴 

1976 年 3 月  東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻博士課程修了 

          
 
            学  位 

1976 年 3 月   工学博士（東京大学） 

 
 

主要職歴 

         1976 年 4 月   東京芝浦電気(株)（現(株)東芝）入社 

         1996 年 4 月   (株)東芝  研究開発センター システム・ソフトウェア生産技術

研究所長 

         2000 年 4 月   (株)東芝 技術企画室長 

         2003 年 5 月   (株)東芝 研究開発センター所長 

         2003 年 6 月   (株)東芝 執行役常務（研究開発センター所長） 

         2006 年 6 月  (株)東芝 執行役常務（経営監査部長） 

2008 年 6 月   (株)東芝 顧問 

2010 年 4 月   国立大学法人東京大学監事 

                             
 

そ の 他      

株式会社東芝 社友 

         日本学術会議 連携会員 

         文部科学省 中央教育審議会 臨時委員（大学分科会） 

         科学技術学術審議会 臨時委員（人材委員会） 

         経済産業省 産業構造審議会 産学連携小委員会 委員    

他 
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濱口 哲  新潟大学 教授 （副学長） 

 

学  歴 

1974 年 3 月  東京大学理学部生物学科卒業 

1976 年 3 月  東京大学大学院理学系研究科動物学専門課程修士課程修了 

1979 年 3 月  東京大学大学院理学系研究科動物学専門課程博士課程修了 

 

学  位 

1979 年 3 月  理学博士（東京大学） 

 

主要職歴 

1979 年 10 月  新潟大学教養部講師 

1983 年 8 月  新潟大学教養部助教授 

1993 年 3 月  新潟大学教養部教授 

1994 年 4 月  新潟大学理学部教授 

2002 年 4 月  新潟大学大学教育開発研究センター長（～2008 年 3 月） 

2002 年 4 月  新潟大学評議員（～現在） 

2004 年 2 月  新潟大学副学長（学務担当）（～現在） 
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岡本 和夫  大学評価・学位授与機構理事 

 

学  歴 

1970 年 3 月  東京大学・理学部数学科卒業 

 1970 年 4 月  東京大学・大学院理学系研究科修士課程入学 

 1972 年 3 月   東京大学・大学院理学系研究科修士課程修了 

         1972 年 4 月   東京大学・大学院理学系研究科博士課程進学 

         1973 年 3 月   東京大学・大学院理学系研究科博士課程中退 

 
 
            学  位 

1978 年 7 月   理学博士（東京大学） 

 
 

主要職歴 

         1973 年 4 月   東京大学・理学部・助手 

         1981 年 4 月   一橋大学・助教授 

         1983 年 4 月   東京大学・教養学部・助教授 

         1990 年 4 月   東京大学・教養学部・教授 

         1992 年 4 月   東京大学・大学院数理科学研究科・教授 

1998 年 4 月   東京大学・大学院数理科学研究科長（～2002 年 3 月） 

2002 年 4 月   東京大学・大学総合教育研究センター長（～2010 年 3 月） 

         2010 年 4 月   独立行政法人・大学評価・学位授与機構・理事 

                    
 

そ の 他      

         1995 年 4 月  社団法人・日本数学会理事長（～1997 年 4 月） 

         1997 年 7 月   日本学術会議会員（～2005 年 9 月） 

         2005 年 4 月   財団法人・東京大学出版会理事長（～2009 年 3 月） 


